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１．はじめに

	 バスケットボールは学習指導要領ではゴール型に分類される。その目標を達成するため、以下のことがら

をポイントとして授業を行っている。

	 　　①　バスケットボールというひとつの文化を学習し、その本質に触れる。

	 　　②　個人としての技術と技能、チームとしての技術と技能を身につける。

	 　　③　個人としての課題、チームとしての課題の解決に向けて工夫を積み重ねる。

	 　　④　フェアな精神、礼儀正しい態度を身につけ、健康や安全に配慮する。

	 ここでいう技術とは「プレイを成立させる動き」、技能は「ゲームの中で結果を出すことができる動き」

と定義している。つまり、技術が上達し、さらに体力や判断力・決断力、勝負強さなどが加わって技能にな

るという関係である。

２．中・高連携の指導計画

	 本校では中学１年生から高校２年生までの５年間を通した指導計画に基づいて授業を実施している。バス

ケットボールについては、授業の実施時間を軸にして内容を設定しているのではなく、ゲームの様相を軸に

して作成している。ゲームの様相とは、ゲームをコートの上から見た場合の生徒の散らばりを分類したもの

である。「ダンゴ型（ボールのあるところに密集する）」→「縦長型（コート全体に広がる）」→「分極型（ゴー

ル付近の攻防が多くなる）」と発展していくのが一般的だが、これは他のゴール型の種目にも多く見られる

傾向である。

３．授業の内容

（１）　ウォーミングアップ

	「ギブ＆ゴー」「ワンツー」など、ゴール型の種目に共通する有効な動きの一つであるパス＆ランを取り入

れた。ディフェンスを入れたり、ドリブルを使う、パスの種類やコースを増やすなどのアレンジで練習のレ

ベルを上げることができる。

（２）　スキルテスト

	 スキルにはバスケットボールのあらゆる動作が含まれるわけであるが、授業ではおもにシュートにかかわ

るものを行っている。「バスケットボールの文化としての本質に触れる」こととつながるからである。

	 今回の授業では、①ドリブルシュートと	②フリースロー	については本数が同じ、③ゴール下シュート	

については時間を同じにして実施した。毎時間の記録を個人ノートに記入している。

（３）　ミーティング

	 チームの目標を立て、それを達成するためやチームの課題を解決するために、メンバーの個性を生かし一

人ひとりの役割を考え話し合う時間である。

	 今回は、学習指導要領の「ゴール前への侵入などから攻防をすること」を実現するために「ペリメーター

の攻防」を考える試みを行った。

（４）　３on ３

	 バスケットボールのゲームは５人対５人 (5on5) で行うが、できるだけ少ない人数でゲームの要素を満た

そうとした場合、3on3 になる。

	 3on3 はゴール近くの攻防がほとんどなので、学習指導要領にある「ゴール前への侵入などから攻防をす

ること」を実現することができる。

（５）　リーグ戦

　１チーム６人編成。１分 30 秒ごとに交替しながらゲームを進めた。セルフジャッジで行った。
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